
専用の高張力クロスを用いたジオクロス®・ユビファ®工法の施工例

概　要
「ジオクロス®・ユビファ®工法」は、地盤の支持力に加え、

ユビファシートを敷設することによる荷重の分散効果、およ
びシートを挟む上下の砕石との摩擦力により、ハンモック効
果によって建物の沈下および不同沈下を低減する技術である。

従来の土木シートをそのまま転用した「ジオクロス®工法」
に比べ、高張力の専用シート（ユビファ®シート）を採用。
これにより使用する資材の量が約半分になり、コストを削減
するとともに、沈下・不同沈下に対する性能が大幅にアップ
した。掘削時のハンチに対応するなど施工作業性をより向上
させた技術である。また本工法が取得する建築技術性能証明
により長期許容支持力が算出できる優れた工法である。

（一財）日本建築総合試験所　建築技術性能証明
　　　 GBRC 性能証明 第15-03号 改2（更1）
特許工法：ジオクロス®ユビファ®工法　特許第5075888号

ジオクロス®・ユビファ®工法特長

１．工期短縮
工数が少なく、かつ全てを目視で確認できる工程であるた
め施工管理が確実にできるとともに施工時間を短縮できる。

２．経済性の向上
深層混合処理工法や小口径鋼管杭工法と比較して安価のた
め経済性が向上する。

３．周辺環境に配慮した工法
周辺環境（地盤・地下水）に対しての汚染がなく、施工時
の騒音や振動なども少ない。

４．優れた施工性
施工において杭打設やアースオーガーなどの重機を使用し
ないため重機の入らない旗竿地や段差のある敷地でも施工
が可能。

５．埋蔵文化財に影響を与えない
浅い掘削深さで施工できるため、埋蔵文化財包蔵地では発
掘調査の必要がなく、埋蔵文化財に影響を与えない。

６．撤去時に地中残存物を残さない
砕石とシートのみの施工であるため住宅解体後にはシート
を回収するだけで地中に残存物を残さず元の状態に戻る。

ジオクロス®・ユビファ®工法の適用範囲
適用建物は木造3階建てまで（軽鉄の場合は2階まで）のべ

た基礎の建物である。また適用地盤はSWS調査から性能証
明に定められた計算式で長期許容支持力が算出できる。表面
波探査試験結果から適用の可否を検討する場合は地盤改良工
法として扱うこととなる。

施工手順

製品規格および仕様

軟弱地盤処理工

高張力クロスを用いた軟弱地盤補強工法
ジオクロス®・ユビファ®工法
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［関連団体］NPO法人 ジオクロス工法研究会（TEL.03-5358-8568、FAX.03-5358-
8253、http://geo-clos.jp/）

①砕石を１ｔ振動ローラーで８走行し転圧 ②シートを充分に引っ張って設置する ③端部仮固定

④施工図に従い重ね巾を確認 ⑤コンクリートで端部固定

①ハサミは布を切る裁ちバサミを使用
②切断の際、切断部分にテープを張ると

 繊維のゴミが出ない。また切断しやすい

■切断方法

項 目 単 位

基 布 巾 mm 2000 2000 2000

長 さ m 50 30 20

重 さ / 18.5 11.1 7.5

規　　　　　　　　　　　格

キロ
グラム ロール

項 目 縦　　　方　　　向 横　　　方　　　向 縦方向ミルマーク

原 料 ビ ス ト ロ ン ポリプロピレン ポリプロピレン

繊 度 1  6  7  0  ｄ  ｔ 1  5  0  0  ｄ  ｔ 1  6  7  0  ｄ  ｔ

形 状 撚 糸 フ ラ ッ トヤ ーン フ ラッ トヤ ーン
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